
大雨特別警報などの「防災気象情報」が見直され、令和8年5月下旬から新たな「防災気象情報」の運用が開始されます。
従来の「防災気象情報」は、統一感のない名称や河川単位の氾濫情報と市町村単位の洪水情報が混在するなど、避難のための重要な情報なのに

危険度が分かりづらくなっていました。

新たな「防災気象情報」では、災害を「河川の洪水を示す“氾濫（はんらん）”」、「浸水を指す“大雨”」、そして“土砂災害”“高潮”に分類しています。

また、最大級の警戒を呼びかける「特別警報」と「警報」の間に「危険警報」を新設し、避難の必要性を示す「レベル」と併せて発表されます。

具体的には、大雨の場合は上から「レベル5大雨特別警報」「レベル4大雨危険警報」「レベル3大雨警報」「レベル2大雨注意報」となり、従来の「土
砂災害警戒情報」や「洪水警報」はなくなります。

防災気象情報のレベルは、災害時のとるべき避難行動を示す「警戒レベル」と合わされているため、レベルを聞くだけで自分の取るべき行動が明確

になるようになっています。

新しくなった「防災気象情報」を理解し、災害時の行動を早めに判断できるように備えましょう!!
〈 防災士 荻野勝也 〉
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新しくなった「防災気象情報」を知っておこう!!


